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　市では、道路トンネルの異常を把握、診断するため、トンネル

定期点検を行っています。

　今年度は、鍋田隧道と和歌浦隧道、赤根隧道の３か所を点検予

定です。点検の際は点検車をトンネル内に設置するため、夜間全

面通行止めで行わせていただきます。

　点検日時は、次のとおりです。期間中はご迷惑をお掛けします

が、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

鍋田隧道

11 月６日（火）20 時 30 分～７日（水）５時 30 分

和歌浦隧道

11 月７日（水）20 時 30 分～８日（木）５時 30 分、

８日（木）20 時 30 分～９日（金）５時 30 分までの２日間

※悪天候等により点検が実施できない場合、11 月５日（月）　と

　９日（金）へ変更いたします。

赤根隧道

11 月５日（月）13 時～ 17 時

※赤根隧道は通行止めはありません。

ずいどう

問合せ先　建設課土木管理係☎㉒2219

トンネル定期点検による
全面通行止めのお知らせ

鍋田隧道

和歌浦隧道

赤根隧道

鍋田隧道 和歌浦隧道 赤根隧道鍋田隧道 和歌浦隧道 赤根隧道

トンネル定期点検による
全面通行止めのお知らせ
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日ロの友好
　2016 年 12 月、日本とロシアの人的交流を図ることを目的に、2018 年は「日本におけるロシア年」及び

「ロシアにおける日本年」と定められました。この期間中、ロシアでは日本文化を紹介する各種行事が行わ

れ、日本ではロシア文化を紹介する各種行事が行われる予定となっています。

　ご存知のように、下田は 1855 年に「日露和親条約」の締結の地となった場所です。また、安政の大津波

で被災を受けたディアナ号、そしてアスコルド号の乗組員の墓地があるなど、ロシアとも非常に縁のある土

地となっています。そのような縁もあり、当市も「日本におけるロシア年」に合わせ、多くの取組を実施し

ています。

　９月 27 日（木）、

稲梓小学校と白浜小

学校の児童、計 26

人が修学旅行に合わ

せて東京にあるロシ

ア大使館学校を訪れ

ました。

　大使館学校では、両国の児童たちによる歌や踊り

の後、カレンダーや折り紙制作などの交流を行い、

最後にはロシア大使館内の見学を行いました。

　　　　　　　　　　　　　　　めったに体験する

　　　　　　　　　　　　　　ことのできない、大

　　　　　　　　　　　　　　使館訪問とロシア人

　　　　　　　　　　　　　　学校の子どもたちと

　　　　　　　　　　　　　　の交流に、子どもた

　　　　　　　　　　　　　　ちも笑顔で感動しき

　　　　　　　　　　　　　　りの様子でした。

　下田で起きた歴史の一幕を含む、日ロ交流の歴史を学ぶ講演会と、玉泉寺に眠るディアナ号・アスコルド

号の乗組員を追悼する慰霊祭などを開催します。皆さまのご参加をお待ちしています。

　各事業の詳細はお問合せください。また、来年１月には「幕末のスパシーボ」を市民文化会館で上映予定です。

　この機会に、下田はアメリカだけでなくロシアとも深い友好の歴史があり、その友好の歴史は過去・現在・

未来へと、これからも続いていくということを改めて考えてみてはいかがでしょうか。

講演会

日時　11 月 24 日（土）

　　　14 時～ 16 時 30 分

場所　市民文化会館小ホール

内容

「日ロ交流の歴史と今後の日ロ関係」

（新潟県立大学教授　袴田 茂樹氏）

「プチャーチンと下田」（２部制）

（下田開国博物館館長　尾形 征己氏）

展示会

日時　11 月 24 日（土）10 時～ 16 時

場所　市民文化会館小ホールホワイエ

慰霊祭

日時　11 月 24 日（土）13 時～ 13 時 30 分

場所　玉泉寺ロシア人墓地

市内児童によるロシア大使館訪問

日ロ友好交流事業を実施します

　10 月中旬、ディアナ号の史実に基づく交流の可

能性の調査のため、国の制度を利用し、市職員と日

ロ協会下田支部代表の２名で富士市代表２名ととも

にロシアを訪問しました。

　ロシアでは、まどが浜海遊公園内の広場の名前に

もなっているサンクトペテルブルク市クロンシュタ

ット区を訪れ、今後の交流事業の推進に向け、ロシ

アの関係者と情報交換・意見交換を図りました。

ロシアを訪問しました

問合せ先　統合政策課政策推進係☎㉒２２１２

知っていますか？

日ロの友好
知っていますか？
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